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住
居
し
た
地
で
あ
る
と
。
叉
一
設
に
、
音
弓
簡
を
江
一
一
も
記
さ
れ
て
居
る
が
、
深
さ
入
・北
米
に
過
ぎ
ず
、
五

一?な
る
者
が
此
の
地
に
居
住
し
た
た
め
の
明
暗
で
あ
る
と
一
六
百
石
抽
出
以
上
の
結
は
入
る
を
得
ぬ
。

で
も
い
ふ
。
今
は
上

・
下
近
江
町
に
分
か
れ
て
ゐ
る
。

一

ア
ブ
ヤ
ヌ
ノ
安
部
屋
布
羽
咋
郡
安
部
屋
に
琵

ア
フ
ミ
リ
ヨ
ウ

近
江
領
近
江
に
於
け
る
加
賀

一
す
る
麻
布
を
、
安
部
屋
布
と
も
安
郎
同
国
昭
と
も
芯
到

務
簡
は
、
前
回
利
家
が
上
洛
の
途
次
宿
泊
の
利
便
に

一
一
岨
と
も
い
う
た
。
替
は

時
間
的
の
岩
の
上
に
布
を
組

供
す
る
お
、
県
臣
秀
苦
か
ら
高
島
郡
今
津
西
滋
九
百
一
べ
、
設
問
M

に
打
た
せ
て
晒
し
た
か
ら
、
し
ほ
晒
と
も

こ
拾
八
石
四
升
、
同
弘
川
之
内
九
百
三
拾
六
石
五
斗

一
い
っ
た
と
い
ふ
。
卒
保
の
頃
安
部
屋
の
人
金
平
が
、

三
升
の
地
を
奥
へ
ら
れ
た
る
に
初
る
。
こ
の
朱
印
欽

一
棄
を
原
料
と
す
る
布
を
製
し
、
同
地
上
野
の
弘
法
水

の
原
本
は
年
附
の
数
手
が
賭
減
し
て
院
た
か
ら
遅
々

一
に
よ
り
潔
白
し
て
夜
間
以
す
る
に
及
び
、

そ
の
名
漸
〈

の
議
論
が
あ
る
が
、
文
職
四
年
三
且
六
日
と
す
る
の
一
一
昔
れ
、
金
平
の
子
五
平
が
結
艇
を
以
て
出
羽
最
上
か

が
正
し
い
。
こ
の
後
慶
長
三
年
四
且
二
十
日
利
家
の

.b苧
を
磁
入
し
て
製
品
臥
し
て
か
ら
吏
に
産
制
聞
を
旧
日

老
を
告
げ
る
に
及
び
、
努
古
田
は
こ
の
こ
邑
を
利
家
の
一
し
、
帯
血
地
は
附
近
志
賀
郷
一
般
に
亙
り
、
そ
の
取
引

室
芳
容
院
に
奥
へ
て
化
粧
料
に
滋
て
し
め
、
芳
春
院
ナ
を
高
滋
で
行
う
て
閉
山
く
仙
に
搬
出
す
る
こ
と
に
な
っ

の
元
利
三
年
に
授
す
る
や
そ
の
所
図
甚
だ
暖
昧
に
な

一
た。

っ
た
が
、
同
六
年
将
軍
秀
忠
は
改
め
て
之
を
前
回
利
一

ア
ブ
ラ
ガ
イ
ケ
油
ヶ
池

白
山
御
前
岳
の
一
角

的

m
に
奥
へ
た
。
次
い
で
寛
文
八
年
加
賀
能
安
部
の
賂
士
御
貿
援
を
北
に
下
っ
た
防
に
あ
る
。
水
色
混
濁
し
て

一部
・荒
谷
を
幕
府
に
枚
め
、
そ
の
代
仮
と
し
て
近
江

一泊

の
如
き
が
放
に
名
づ
け
る
。
凡
そ
山
中
の
水
比
口
前

搭
献
の
内
中
村
町
の
百
七
十
一

石
九
斗
入
升
を
奥
へ
士
波
で
あ
る
が
、
哨
ζ
れ
の
み
臭
磁
に
し
て
飲
む
に
地

ら
れ
た
か
ら
、
前
後
加
賀
一
話
の
近
江
に
有
す
る
所
、

一
へ
ぬ
o
m
m
し
火
口
原
測
で
、
コ

-
71
デ
式
火
山
の
開

凡
ベ
て
武
千
四
百
三
拾
-
武
石
武
斗
六
升
成
合
と
な
っ
て
同
制
さ
れ
た
拭
態
が
能
〈
見
ら
れ
る
。

た。

一

ア
プ
ラ
キ
ヤ
マ
油
木
山

金
抑
山
上
聞
の
辺
地

ア
プ
ヤ
安
部
屋

朋
羽
咋
郡
姻
松
庄
に
臨
す
る
部
一
を
総
べ
て
柏
木
山
と
い
っ
た
が
、
今
は
街
道
新
聞
と

稿
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
安
部
屋
村
は
舟
の
懸
間
あ

一
群
す
る
。
こ
の
地
卯
医
山
飽
き
の
山
脚
を
平
均
し
て

り。

洲
附
に
緋
天
の
紅
な
ど
有
、
風
景
な
り
。
此
村
士
寺
地
と
じ
た
腕
で
、
古
へ
は
油
木
を
植
ゑ
で
あ
っ
た

に
株
兵
衛
と
い
ふ
者
あ
り
。
先
祖
は
尾
州
の
住
人
服

?
と
い
は
れ
る
。
泊
本
は
そ
の
果
は
か
ら
桐
油
を
製
す

部
土
佐
守
と
て
、
太
閤
努
音
公
の
時
一
高
石
給
は
り
了
る
泊
桐
の
こ
と
で
あ
る
。

し
御
朱
印
等
持
似
へ
り
o
英
外
小
酒
屋
係
と
て
持
佑
一

ア
プ
ラ
グ
ル
マ
泊
車

全
部
の
川
名
。
初
め
河

あ
b
。
町
制
に
カ

Y
/
¥石
と
て
、
鏡
の
如
く
な
る
一
合
際
左
衛
門
宣
久
か
ら
三
代
の
孫
に
亦
河
合
際
左
術

石

あ

り

。

』

と

見

え

る

。

一

門

と

い

ふ

者

が

あ

っ

て

、
石
川
抑
制
咋
旧
日
に
駅
。
、
法

ア
プ
ヤ
コ
ウ
安
部
屋
港
用
羽
咋
郡
に
在
る
。
搭

一
体
し
て
才
覚
と
加
配
し
た
が
、
共
の
子
は
町
人
と
な
っ

水
潜
入
L
て
港
を
鰐
し
、
三
味
線
円
向
が
北
方
を
擁
し

ゴ
て
停
野
屋
源
兵
衛
と
群
L
、
松
任
に
移
っ

て
油
簡
を

て
、
外
ノ
糊
・中
ノ
糊
・大
淵
・援
制
に
分
か
れ
る
。
古

一
始
め
た
。
其
の
孫
藤
左
衛
門
の

子
奥
助
の
時
に
宝

来
有
数
の
港
と
し
て
鹿
〈
名
を
知
ら
れ
、
正
保
聞
に

一
り
、
正
保
中
金
剛
仰
に
出
て
、刊
行
谷
牛
右
衛
門
揚
地
(
仙

取
牛
右
衛
門
橋
附
近
『
に
居
住
し
、
初
め
て
拍
車
を

設
け
て
奈
麗
泊
を
製
し
た
が
、
八
代
油
屋
源
兵
衛
に

至
っ
て
竪
町
に
刺
宅
し
た
。
後
そ
の
油
取
を
設
け
た

地
の
附
一
也
を
拍
車
と
挺
し
て
町
名
と
な
っ
た
。

ア
プ
ラ
グ
ル
マ
オ
カ
チ
マ
チ
泊
車
御
歩
町

金

期
め
沼
町
名
。
拍
車
附
近
に
在
っ
て
、
御
歩
の
郎
地

で
あ
っ
た
。
一
に
水
準
御
歩
阿
と
も
い
ひ
、
水
間
御

歩
町
及
び
凱
封
御
歩
町
と
随
別
し
た
。
今
は
拍
車
に

臥
す
る
。

ア
プ
ラ
ザ
カ
油
坂

白
山
別
山
か
ら
御
前
岳
に

向
か
ふ
途
に
あ
る
急
陵
の
坂
路
で
、
際
高
二
二

=o

米
か
ら
一
八
五

O
米
に
至
る
ま
で
殆
ど
平
地
を
見

ず
、
柳
谷
川
の
支
統
赤
谷
川
に
来
っ
て
終
る。

ア
プ
ラ
ザ
カ
ヤ
サ
プ
ロ
エ
モ
ン
油
酒
屋
三
郎
右

衛
門
家
認
に
依
れ
ば
、

隠
長
年
中
三
郎
右
衛
門
は

石
川
郡
矢
作
村
か
ら
金
開
設
形
訟
に
出
で
、
矢
矧
の

撲
を
織
と
し
た
が
、
元
利
に
表
っ
て
緊
町
へ
移
住
し、

燃
油
と
酒
を
関
ぎ
、
迭
に
油
酒
屋
を
家
製
と
し
た
。

後
間
以
永
元
年
来
を
一
治
活
の
み
と
し
た
た
め
屋
抽
出
を

開
問
屋
と
し
、
二
代
三
郎
右
術
門
の
子
太
兵
衛
は
片
町

に
別
糾
し
た
。
是
は
酒
屋
宗
左
術
門
家
の
初
で
あ

る。

正
徳
元
年
太
兵
衛
隠
居
し
て
吏
に
別
家
を
建
て

た
。
是
を
片
町
の
宿
屋
太
四
郎
家
と
す
る
。
夫
よ
り

本
家
三
郎
右
術
門
・別
家
宗
左
衛
門
・太
四
郎
の
三
家

と
な
り
、
そ
の
別
家
は
酒
祭
・酒
太
と
蹴
し
て
呉
服

簡
を
時
四
ん
だ
が
、
本
家
の
三
郎
右
術
門
は
酒
造
を
腹

し
て
遁
々
袋
徴
L
、
誠
永
五
年
迭
に
家
屋
を
間
困
却
し

た
。
宗
左
衛
門
・
太
四
郎
雨
家
も
凶
即
時
山
由
直
感
の
際
呉

服
悶
を
隊
じ
、
家
近
ま
た
設
へ
る
に
ま
っ
た
。

ア
プ
ラ
セ
キ
泊
堰

金
採
録
制
山
寺
盗
品
守
地
の
尻

地
な
る
川
除
に
水
戸
口
を
設
け
て
、
開
川
か
ら
用
水

を
取
入
れ
、
そ
の
水
戸
口
を
古
来
柚
桜
と
呼
ん
だ
。

此
の
用
水
は
玄
帯
川
と
鰐
し
、
下
流
百
姓
町
に
出

ア
フ
ー
ー
ア
ヘ

で
、
鏡
町
で
怠
且
用
水
に
合
し
て
拍
車
に
出
た
。
拍

車
は
正
保
中
油
屋
奥
助
が
初
め
て
水
車
を
設
け
て
位

泊
を
製
し
た
所
で
あ
る
。
笛
時
命
且
用
水
の
み
で
は

水
柏
町
弱
く
し
て
水
車
を
動
か
す
に
足
ら
な
か
っ
た
か

ら
、
別
に
こ
の
水
戸
口
を
つ
く
っ
た
の
で
、
拍
車
の

水
を
引
く
故
に
油
桜
と
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。

ア
プ
ラ
ヤ
コ
キ
ン
油
屋
小
金

一
に
古
今
に
作

る
。
京
都
の
賢
人
。
天
正
十
二
年
佐
々
成
政
が
前
回

利
家
を
欺
く
錦
、
密
か
に
村
到
長
般
に
利
家
の
H
U
V
A

若
へ
後
の
利
政
)
を
己
の
女
の
資
坊
と
せ
ん
こ
と
を
申

送
っ
た
時
、
成
政
の
使
者
と
し
て
遣
は
さ
れ
た
の
が

こ
の
小
金
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。

ア
プ
ラ
ヤ
ヨ
ス
ケ
油
屋
奥
助
↓
ア
，
フ
ラ
グ
ル

マ

拍
車
。

ア
ベ
ク
ロ
エ
モ
ン
阿
部
九
郎
右
衛
門

御
府
組

組
に
屈
し
、
徳
二
百
石
を
受
け
た
。
寛
文
四
年
十
M

十
六
日
回
遊
間
期
五
作
(
百
五
十
石
)
と
喧
時
L
、
間
道

の
浪
人
天
国
伊
左
衛
門
と
共
に
死
し
て

家
断
総
し

た
。
菊
五
作
も
次
い
で
切
阪
を
命
ぜ
ら
れ
、
こ
の
以

後
か
く
の
如
き
宇
闘
を
制
止
す
る
震
回
時
十
温
鰐
荷
役

を
置
く
』
』
と
に
な
っ
た
。

ア
ベ
ジ
ン
Z

モ

ン

阿

部
甚
右
衛
門

元
和
二
年

前
田
利
常
に
仕
へ
、
級
建
に
二
千
石
に
歪
り
、
足
腕

顕
に
任
じ
、
関
安
二
年
閉
山
し
た
。

ア
ベ
ッ
ト
ウ
阿
別
蛍
げ
M

臥
京
都
寺
山
に
邸

す
る
小
{f
。
能
宥
誌
に
、『
寺
山
村
の
微
村
に
阿
別
日

と
い
ふ
既
に
、
黒
獄
の
城
主
阿
部
判
官
綱
旭
町
探
あ

り
。
従
来
級
に
て
共
同
山
を
五
輪
と
呼
べ
旬
。

則
此
村

に
判
官
の
子
係
有
て
、
阿
部
殿
と
呼
び
し
を
、
税
て

阿
別
笛
と
い
へ
り
。
』
と
あ
る
。

i
ア
ベ
ヨ
ジ
ム
ネ

阿
部
義
宗
。

ア
ベ
ヨ
シ
ム
ネ
阿
部
義
宗

鳳
至
郡
里
峠
の
城

主
で
阿
部
判
官
と
い
ひ
、
越
後
の
上
杉
抵
の
伐
に
攻

九


